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「入」→「切」
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停電のため自動起動停電 ③

４号機へ

常用母線

封入

　窒素ガス封入スイッチ

中央制御室
（タービン発電機盤）

タービン建屋
（信号伝送盤）

電磁弁の動作確認試験で、「窒
素ガス封入スイッチ」を使用
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作業要領書
（作業手順）

問題点①

問題点②

動作確認試験の実施状況

作業要領書が誤っており、主変しゃ断器の開放
信号が発信しない「テストスイッチ」を操作する手
順になっていなかった。

「主変しゃ断器の開放信号を隔離
する措置を行った上で、窒素ガス
封入スイッチを操作する」手順と
なっていた。

試験担当者は、過去の
他プラントでの経験を基
に、作業要領書を十分
確認せずにスイッチ操
作を行った。

開放信号

スイッチ操作の実施

主変しゃ断器の開放信号が発信
主変しゃ断器が開放
所内電源が喪失

作業担当課員
過去の他プラ
ントでの経験


